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平成 30 年度事業実施計画 

 

当支部は、日建連本部の事業計画を基本方針とし、建設業が社会資本整備の一翼を

担う産業として国民の負託に応えるとともに、「魅力ある建設企業群の実現」を目指

し、地域における諸課題の改善に向けて、本部・関係団体との連携を図り、積極的な

支部活動を推進するため、平成 30 年度の事業実施計画を次のとおり定める。 

 

1. 公共事業の円滑な実施 

社会資本整備を着実に推進するためには、公共事業予算の安定的・継続的な確保が

必要である。また、円滑な施工の確保や担い手の確保・育成に向けては、受発注者の

コミュニケーションの促進が重要です。このため、関係発注機関等との意見交換の充

実を図るとともに、入札制度の改善や円滑な施工の確保に向けた諸活動を推進する。 

(1) 発注機関との意見交換の実施 

公共工事の執行における様々な課題をテーマに開催している「公共工事の諸

課題に関する意見交換会」を 30 年度も開催する。 

① 北陸地方整備局、北陸三県並びに新潟市等との意見交換会を本部とともに

開催する。 

② 支部で公共工事の執行上における諸課題をテーマに、北陸地方整備局、新

潟県との各意見交換会を開催する。 

③ 北陸地方整備局発注工事に係る現場代理人等と北陸地方整備局関係者に

おいて、日頃の業務に関する疑問や問題点について改善・解決を図るため

意見交換会を開催する。 

④ 東日本旅客鉄道㈱上信越工事事務所と鉄道建設工事に関する諸課題の改

善に向けた意見交換会を開催する。 

⑤ 鉄道建設・運輸施設整備支援機構大阪支社と新幹線建設工事に関する諸課

題の改善に向けた意見交換会を開催する。（日建連関西支部合同） 

⑥ 東日本高速道路㈱新潟支社、中日本高速道路㈱金沢支社と入札・契約制度

や工事施工の円滑化に関する諸課題について意見交換会を開催する。 

(2) 北陸地方建設事業推進協議会への参画 

北陸地方における建設事業に関する諸課題について、官民相互の協力により

対応策を検討し、建設事業の効率的かつ効果的な推進に努める。 

(3) 公共調達制度等への対応 

多様な調達手段の検討が進められる中、公共工事をめぐる発注制度等の動向

を委員会活動の中に適宜取込み、新たな発注方式等に関する検討を行う。 

 

2. 請負契約制度の改善 

 工事の生産性の向上や適正な利益を確保する観点から、公共工事の契約面から見

た諸課題の改善方策への取組みを推進する。 
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(1) 総合評価落札方式に関する対応 

① 総合評価落札方式については、引き続き実態を把握し、具体事例に即した

課題等の抽出と総括的な見直しの検討を行う。 

② 技術提案に伴う評価項目および評価方法、評価内容の透明性等、問題点の

改善策の検討を行う。   

③ 専任補助者制度の有効的活用を図る上で要件の緩和等、問題点の改善策の

検討を行う。   

(2) 設計変更に伴う契約変更に関する検討 

契約変更が適正かつ円滑に行われるよう、引き続き問題点の把握に努め、改

善方策の検討を行う。 

(3) 工事施工の円滑化 4 点セット等に関する検討 

北陸地方建設事業推進協議会の工事施工対策部会において、円滑な事業執行

に資するため作成した「土木工事条件明示の手引き（案）」、「土木工事設計図書

の照査ガイドライン（案）」、「土木工事設計変更ガイドライン(案)」、「工事一時

中止に係るガイドライン(案)」等について、会員の有効活用に努めるとともに、

その活用実態の把握を行い、改善点等の検討を行う。 

(4) 現場におけるコミュニケーションの促進 

品質確保や工事実施における円滑化を図るため、発注者、設計者、施工者で

構成される「工事の円滑化推進会議」等を通じた。受発注者の良好なコミュニ

ケーションの促進に努める。 

(5) 総価契約単価合意方式に関する検討 

総価契約単価合意方式における実態把握と問題点の改善に向けた検討を行う。 

(6) 適正な工期設定に関する検討 

品確法の改正により、適切な工期設定が発注者の責務となっている。工期設

定の実態等を把握し、改善点等の検討を行う。 

(7) 現場の生産性向上 

「北陸地方整備局 i-Construction 推進本部の取組み等により、現場の生産性

向上の推進を図りながら問題点を抽出し検討を行う。また、発注者の監督・検

査及び受注者の業務の合理化を図ることを目的に実施している「工事書類の簡

素化」について、その活用実態を把握し、検証しながら改善点等の検討を行う。 

(8) その他 

公共工事における契約制度の改変など諸事情の変化によって生じた問題を抽

出し検討を行う。 

 

3. 積算の適正化と資材対策の推進 

公共工事における適正な利益を確保するため、積算上の課題や資材対策について検

討を行う。 

(1) 積算方式の検討 

北陸地方整備局、地方公共団体等における積算上の問題点について検討を行
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う。 

(2) 資材対策の推進  

北陸地方建設事業推進協議会の関係機関との連携を図り、建設資材に関する

課題について、関係方面への理解促進に努める。 

 

4. 安全対策の推進 

建設工事に携わる関係者の安全、衛生、労働対策と、公衆災害防止対策の着実な展

開を図るため、以下の活動等を推進する。 

(1) 公衆災害防止への現場点検等の取組み 

建設工事に伴う交通事故、地下埋設物事故、火薬類事故の防止に向けて以下

の活動を行う。 

① 交通安全、地下埋設物、火薬類管理に関し、点検表に基づき会員企業の工

事現場の点検の実施と必要な指導および優良事業場の表彰。 

② 関係官庁から事故事例等を資料収集して会員企業への情報提供。 

③ 事故防止に関する講習会の開催、本部作成の現場用教育資料や各種リーフ

レットの配付。 

④ 関係発注機関等が行う安全点検等への協力参加。 

(2) 労働災害防止への取組み 

① 官民一体となった安全対策の向上に努めるため、関係行政機関との連携。 

② 建設現場における更なる安全意識の高揚と労働災害撲滅に向け決意を新

たにするため、「労働災害防止安全推進大会」を支部行事として開催。 

③ 施工現場の総合的安全管理を推進するため、現場の安全パトロールを実施

し、好事例を会員に紹介するなど労働災害防止を啓発。 

④ 発注者、施工者及び安全衛生行政関係者が連携し、労働災害防止対策を推

進するために設置された「新潟県建設工事関係者連絡会議」に構成員とし

て参画。 

⑤ 東日本高速道路㈱新潟支社、中日本高速道路㈱金沢支社の「安全協議会」

への参画。 

(3) 施工現場における労働環境の改善 

労働環境の改善に関して北陸地方建設事業推進協議会等と連携を保ちながら

必要な対策を推進する。また、関係行政機関との意見交換会を開催する。 

 

5. 環境対策の推進 

環境の保全、再生、創造に大きく寄与する産業としての健全な発展を目指し、関係

機関との連携と協調を図りつつ、主として以下の活動を行う。 

(1) 建設副産物処理に関する検討 

① 建設副産物のリサイクル促進についての有効策の検討 

         建設副産物のリサイクルに関する制度上の課題と再生利用の促進を図る

ための検討を行う。 
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② 他団体等との協力活動 

         北陸地方建設副産物対策連絡協議会、アスベスト対策技術連絡会等を通じ、

北陸地方における建設副産物の発生抑制や再利用および適正処理等に関

し、関係機関と協調した活動を推進する。 

(2) 環境保全対策の推進 

会員が取り組んでいる環境保全活動の実態を把握し、会員に紹介するなど環

境保全対策の推進に努める。 

(3) 公害防止、建設副産物対策の推進 

建設工事に伴う公害防止および建設副産物の発生抑制、減量化、再資源化、

適正処理を図るために現場点検等の活動を行う。 

① 公害防止および建設副産物管理の点検表に基づき、会員企業の工事現場の

点検の実施と必要な指導および優良事業場の表彰。 

② 工事現場における公害苦情処理および建設副産物対策の実態調査と対策

の検討。 

③ 公害防止および建設副産物対策の講習会の開催と本部作成の現場用教育

資料の配付。 

④ 建設副産物対策について、発注機関等との情報交換会の開催。 

 

6. 技術開発の推進 

建設技術の開発を促進するため、次の諸活動を行う。 

(1) 「建設技術報告会」の活用 

平成 7年度を初年度に毎年開催される「建設技術報告会」に積極的に参加し、

支部会員会社により開発された新技術について報告するとともに、その活用に

ついて関係機関に働きかける。 

(2) 施工技術・技術開発の推進 

会員企業が開発した新技術の更なる活用普及を図るため、その評価・活用実

態を把握するとともに問題点を整理し、北陸地方整備局新技術活用評価委員会

と連携を保ちながら活用促進に努める。 

(3) 建設技術に関する情報提供 

北陸地方建設事業推進協議会の建設情報広報部会で発行する「北陸の建設技

術」に技術レポートを寄稿し、建設技術に関する新しい工法や特殊工事の施工

内容の情報提供に努める。 

(4) 建設の情報通信技術（ICT）の導入・普及・拡大 

生産性向上や品質確保等に寄与する情報通信技術（ICT）の導入・普及・拡大

を図るために設置された「北陸 ICT 戦略推進委員会」に構成員として参画し、

導入・普及・拡大に向けた検討を行う。 

   (5) 「けんせつフェア北陸 in 新潟」への参加 

    新技術・新工法の積極的な活用を促すことを目的に隔年で開催されている「け

んせつフェア北陸」に参加し、パネル展示を活用し会員会社の開発された技術
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の出展広報に努めているが、今年度は開催されない。 

 

7. 広報活動の推進 

安全、安心な国土づくりに資するための社会資本整備の意義や必要性、また、その

一翼を担う建設業の役割等について理解促進を図るための情報等を積極的に発信す

るとともに、支部活動の PR についてもその充実を図る。 

(1) 機関紙「ゆう」の充実 

適時適切な課題をテーマとして取り上げ、建設業界に対する社会一般の理解

を深めるための企画を推進するなど、内容の充実を図るとともに、建設事業の

役割や社会資本整備への理解と親しみを深めてもらうように努める。 

(2) 建設業界への理解の促進 

建設業界への理解と協力を求めるため、マスコミ関係者と連携を密にするな

ど、社会的理解の促進のための諸活動を推進する。 

(3) 「土木の日」関連行事の共催 

「土木の日」（11 月 18 日）の関連行事として、公益社団法人土木学会関東支

部新潟会との共催で社会資本整備の必要性と「土木」を正しく理解してもらう

ことを目的に各種の行事を開催する。 

(4) 「市民現場見学会」の開催 

安全で安心な地域づくり、社会づくりに貢献している建設事業に対する理解

の促進や社会資本整備の必要性についての理解を得るため、広く学生にも参加

を要請し、「市民現場見学会」を新潟地区、富山地区で開催する。なお、新潟地

区については、今年度試行的に土木学会新潟会「研修会」と合同で開催する。 

(5) 広報誌「北陸の建設技術」の編集 

北陸地方建設事業推進協議会の建設広報部会に参画し、建設業の役割等につ

いての理解促進に努める。 

(6) 鉄道建設技術の理解の促進  

鉄道建設技術の承継等を推進するため、広く学生にも参加を要請し、現場見

学会等を開催する。 

  

8. 担い手の確保・育成に向けた対応 

   担い手の確保・育成に向け、関係機関と連携を図り、参画している「北陸建設

界の担い手確保・育成推進協議会」等の取組みを推進する。 

 

9. 災害対策等への対応 

(1) 北陸地方整備局との災害協定への対応 

北陸地方整備局長と締結している「災害時における北陸地方整備局所管施設

の災害応急対策業務に関する協定書」に基づく対応。 

(2) 東日本高速道路株式会社新潟支社との災害協定の対応 

東日本高速道路株式会社新潟支社と締結している「災害時における東日本高
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速道路株式会社新潟支社所管施設の災害応急対策業務に関する協定書」に基づ

く対応。 

(3) 中日本高速道路株式会社金沢支社との災害協定への対応 

中日本高速道路株式会社金沢支社と締結している「大規模災害時における応

急復旧業務に関する協定書」に基づく対応。 

(4) 東北電力株式会社新潟支店との災害協定への対応 

東北電力株式会社土木建築部長と締結している「災害時における東北電力株

式会社所管の災害応急復旧業務に関する協定書」に基づく対応。 

(5) 関係機関が実施する「情報伝達訓練」、「防災訓練」への参加。 

 

10. 委員会の設置 

以上の諸活動を活発かつ効率的に実施していくため、委員会を設置するものとし、

各委員会の名称および所管事項は別表のとおり。 

 

 


